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2７ 
カズォ・イシグロの『漂う世界の画家』（き」ミ②『＆鳶。。§愚ミミ＆）（一九八六）は、戦前名をはせた画
家小野益次によって語られる小説である。彼の心は、戦前・戦中に果してきた役割に対する責任と、戦後の目まぐ
るしい復興によって、激しく揺り動かされる。彼自身は努めて平静を保とうとするが、過去の心の傷によってナラ
ティヴはいちじるしく乱れる。題名の「漂う世界」とは動揺する語りの世界と、浮き世の一一重の意味を持つ言葉で
ある。
しかし、空に立ち昇るその煙は妙にわたしの気持ちを滅入らせてしまった。それはだれか世間から見捨てられた
人を火葬する野積みの薪の煙のように見えた。マダム川上は「墓場，｜と言った。あの街をかって足しげく訪れた大
（２） 
勢の人を思い出すなら、だれだったそうとしか考えられないのだ。
（１） 
（……）人間と世界（宇宙）とが肯定と否定の両面で出会う極限の場所…：．それが廃嘘だ。
は
じ
め
に
廃
嘘
の
語
り
方
Ｉ『漂う世界の画家』の「存在と歴史の偶然の均衡点」についてＩ
古
川
淳
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2８ 
この小説は確かに、戦争責任をテーマとする作品ではあるが、戦争責任を追求することだけでは終わらない。戦
争責任は、様々な対立するものの間に存在するからである。小野の美の完成である「独善」という絵と彼が社会的
成功をおさめた「地平ヲ望メ」という絵の対立、小野が哀惜を込めて回想するなつかしい歓楽街と復興していく街
との対立、自分の娘の結婚を契機として表面化する古い世代と新しい世代の価値の対立。これらの対立が重ね合さ
れ
、
ひ
ろ
が
り
を
も
つ
の
で
あ
る
。
しかし、私達が注目すべきはこれらの対立関係の間にあらわれる、小野によって語られる廃嘘としての都市の存
在である。美をめぐる人間関係を背景とした廃嘘の語り方の研究について、第一厳として小野益次の回想がどの
ような言葉で語られるのかを論じる。ナラティヴの言語の表屑にあらわれる小野の大仰な言葉がまず問題になるだ
ろう。そして、ナラティヴの乱れの原因となる割れ目がどのようなものなのかを検討する。第二意として、小野以
外の視点からみた小野の存在を考察する。心の傷をもった小野がいかに巧みに語られているのかを論じることにな
るだろう。第三章では、第二次世界大戦を背景にして繰り広げられる、小野を中心とした美をめぐる闘いを扱うこ
とにする。小野の心の傷である黒田について述べることになるだろう。第四章では、小野が回想する廃嘘としての
「なつかしい歓楽街」が、どのような意味を持つのかを論じる。そして、彼の廃嘘からの旅立ちの姿について言及
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
この小説は、画家である小野益次の一九四八年十月、一九四九年四月、’九四九年十一月、一九五○年六月の四
部の回想によって成り立っている。父に画家になることを許されず、勘当同然の身で武田工房や森山画伯のもとで
修行をした小野は、戦前に新日本精神運動の立て役者となり、「地平ヲ望メ」という版画で時局を推進する。小野
二
）
語
り
の
フ
ィ
ル
タ
第
一
章
割
れ
目
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2９ 
美的探求心と世俗的満足感に満ちた小野のナラティヴは、時どき横道にそれ読者を混乱させる。抑えられていた
感情や記憶がナラティヴの割れ目（冒尋）から噴出するのである。ナラティヴを混乱させる原動力は自分が受け、
また弟子たちに与えた「感化力」に対する反省である。一九四八年十月の回想には、疎遠になっている松田のとこ
ろへ、紀子の二度目の見合いの相談をしに行くことが書かれている。まず、’五年前にこの市の名士であった杉村
明の屋敷を買った話、長女節子が孫の一郎をつれて里帰りをしたときの話、紀子の一回目の見合いがうまく行かな
かった話、マダム川上の店に行ったことや昔のなつかしい歓楽街の回想など、連想と連想がつながっていく。回想
の現在と過去が連想によって連結され、はやくも読者は混乱させられる。昔の出来事が次々に提示され、彼のナラ
ティヴの流れは淀み、流れを変え、過去の傷の周辺に渦巻くのである。
は戦災で妻を亡くし、長男も満州で戦死させている。長女の節子を嫁にやり、今は隠居生活に入っている。娘たち
の話によると、今までの暴君ぶりから一転して時どきふさぎ込むことがあるようだ。多分昔のことを回想している
からだろう。第二次世界大戦終結から三年がたち、戦災を受けた町にも復興の兆しが見られるなか、次女紀子が二
度目の見合いをする。隠居生活の気楽さを楽しむどころではなく、紀子の見合いを成功させるために、かっての弟
子の黒田のところに行かなければならなくなる。戦争協力者としての自分の汚名が紀子の見合いに悪影響を与えな
いよう、自分に敵意を持っていると思われる黒田に会いに行く必要があるからである。
（１）日野啓三「廃嘘」「廃嘘大全』（谷川渥他、一九九七、東京）二六八頁
（２）『漂う世界の画家」（一九九二、東京）四○～四一頁
訳文は『浮き世の画家・一（飛田茂雄訳中公文庫）による。この小説の人名の漢字の表記は、訳文に従った。また、小
野益次が愛情をこめて語る店の表記（〈みぎひだり〉）も訳文に従った。「はじめに」の部分でも述べるが、『浮き世の画家』
という邦訳名を退け、「漂う世界の画家」という題名をもちいたのは、小野益次のナラティヴの漂白するような感覚を大
切
に
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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3０ 
人生を振り返ることは、結局自分の行為を美化することになる。しかし、小野は美化とも反省ともつかない暖昧
な
様
子
で
語
る
。
森
山
画
伯
の
探
求
し
て
い
た
美
の
世
界
の
よ
う
に
、
複
雑
で
陰
影
に
富
ん
だ
暖
昧
な
世
界
を
創
り
出
す
の
は
、
小
野
の
意
識
の
底
に
過
去
の
誤
り
が
あ
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
こ
の
誤
り
は
紀
子
の
見
合
い
の
席
で
、
告
白
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
小
野
の
心
の
遍
歴
は
厳
父
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
た
心
の
傷
、
そ
の
傷
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
た
め
の
裏
切
り
、
師
と
しての自分の感化力などが絡み合い、琿然一体となった様相を呈するのである。
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
過
去
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
森
山
画
伯
の
山
荘
を
一
六
年
ぶ
り
に
訪
れ
た
と
き
に
小
野
が
、
深
い
幸
福
感を感じたからである。小野は一九三九年五月に新日本精神連動によって、繭田財団賞を受賞する。これを記念し
て
行
わ
れ
た
く
み
ぎ
ひ
だ
り
〉
で
の
祝
賀
会
で
も
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
幸
福
感
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
森
山
画
伯
の
山
荘
に
行
く
途
中
の
峠
か
ら
下
を
見
お
ろ
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
分
が
「
本
当
の
価
値
あ
る
も
の
、
名
誉
あ
る
も
のを達成したという、確信から生まれる深い幸福感」であった。これは小野の森山画伯に対する勝利感であると言っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
小
野
が
森
山
の
も
と
を
去
り
別
の
道
を
歩
く
と
言
っ
た
と
き
に
、
森
山
は
小
野
に
む
か
っ
て
画
家
を
廃
業
し
た
方
が
い
い
と
い
う
主
旨
の
こ
と
を
言
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
小
野
の
父
は
性
格
的
に
「
弱
い
と
こ
ろ
」
の
あ
る
息
子
に
向
か
っ
て
、
絵
か
き
は
「
意
志
薄
弱
な
貧
乏
人
に
堕
落
さ
せ
よ
う
と
す
る
誘惑でいっぱいの世界に生きている」と言って、画家になることを許そうとしなかった。小野が夕日を眺め回想し
て
い
る
時
、
｜
時
芸
者
た
ち
の
「
浮
き
世
」
に
夢
中
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
父
の
い
っ
た
言
葉
は
誤
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
満
足
感
を
語
る
特
権
は
話
者
の
特
権
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
そ
の
其
怠
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
ま
た
、
責
任
を
ひ
き
受
け
る
と
小
野
は
言
う
が
、
自
尊
心
の
強
い
小
野
だ
か
ら
こ
そ
出
た
言
葉
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
紀
子
と
の
会
話
か
ら
推
測
す
る
と
、
む
し
ろ
小
野
は
自
尊
心
が
強
す
ぎ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
小
野
は
「
自
尊
心
を
重
ん
じ
る
人
々
の
中
に
、
自
分
の
過
去
の
行
為
に
対
す
る
責
任
か
ら
い
つ
ま
で
も
逃
れ
よ
う
す
る
連
中
が
い
る
こ
と
が
信
じ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
。
「
人
生
行
路
の
あ
ちこちで犯した自分の過ちを堂々と直視すれば、確実に満足感が得られ、自尊心が高まるはずだ」というのである。
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
責
任
を
ひ
き
毎
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3１ 
う。これらの一一一
考えてみよう。
人生を回想する際に、誰でも少し位大風呂敷を広げるものだ。師を裏切るという暴挙を重ねた小野から、生真面
目さとか幸福感、責任感というような言葉が出てくると、小野の回想を読んでいる読者は、とまどいを感じるだろ
う。これらの言葉の背後には、小野の心の傷が隠されているのだ。それはどのようなものか、小野の回想に沿って
小野はこのような満足感があるからこそ、自分の発想の源であると同時に、過去の傷である歓楽街から旅立つこと
ができるのである。確かに小野にとっては、自尊心と満足感は切り離せないもののようだが、これらは小野の回想
を伝えるときにフィルタとして機能していることに注意すべきである。読者は、小野によって伝えられたものをそ
の
ま
ま
信
じ
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
の
で
あ
る
。
それに加えて、小野の独善性がある。「たとえ百万人の人間が反対しても」自分の主張を通すと、小野は言って
いるのである。独善的な人間が語っているということを考慮すると、彼の言葉を場面場面に応じて考えなければな
らなくなる。例えば、就職のために過去の事実を打ち消そうとする信太郎に対して、「なぜきみは過去を直視しな
い。（……）世間ではいま、きみの作品について別の見解をもっているかもしれないが、きみまでもが自分を偽る
必要はないだろう」という言葉や、あるいは、「たしかにここはとても活気のある街だった。われわれはみんな大
いに楽しんだ。そして、冗談を飛ばすにせよ、議論を戦わせるにせよ、その底に通じていた糀神は常に生真面目な
ものであった。」という言葉など。自分をいつわる必要がないとか、生真面目な糖神といった時の多幸症的胱惚の
後ろに、それなりの社会的名識を手にした小野の自負が読みとれる。しかし、小野は自分の師を裏切って社会的名
声を手に入れた人物なのである。私たちは、信念を持った芸術家の言葉と時局に迎合した裏切者の言葉の間の非常
に微妙な境界に立たされ、その言葉の真の意味を読み込まなければならないのである。
節子の夫の素一は、小野の世代の人間に対してしばしば批判的になる。素一が賢治の納骨式の最中にその場を立
三
）
割
れ
目
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3２ 
ち去ってしまったことがあったが、小野は素一が節子に変な考えを吹き込み、紀子と共謀して自分を非難している
のではないかという妄想に駆られ、連想に連想が連なり、ナラティヴが引き延ばされていく。過去の様々な連想は
ナラティヴの「割れ目」から出てくるものである。小野のナラティヴの至る所にこの「割れ目」が存在する。小野
はナラティヴの割れ目から生じる回想にひたった後、「いや、ここで黒田について長談義をするつもりはなかった。」、
「それはとにかく、話がまた脱線してしまった。」、「本筋に大して関係のないことをながながと話してしまった。」
と一一一口い、過去への逸脱を修正し、語りの現実に戻るのである。小野は黒川の弟子の円地肯年に図太い人だと非難さ
れた時に、世間はもっと複雑なものだ、と言う。しかし、複雑なのは小野のナラティヴも同様である。日常生活を
記しているかと思えば、間歌的に過去を回想し、現実の世界と回想の世界が入り乱れて存在するからである。
特に、一九四九年十一月の手記では、紀子の結婚相手の父に当たる斎藤博士のことから話しが始まり、杉村明の
話しになり、孫の一郎が亡くなった賢二に似ていることに触発され、師や教師の影響からなかなかぬけられないこ
とから、旧師である森山画伯との離反、黒田との感情の齪醗など、彼の苦悩の核心に触れる回想が強靱な連想力で
つながれ、ナラティヴを乱している。その理由は、紀子の縁談が始まっていて、紀子に内緒で黒田に会いに行った
という、彼の記憶の弱いところに触れる行為があったからなのである。ナラティヴを修正しようと小野は、川辺公
園を一人プランのために設計した杉村明のことを語りだし、結果はどうであれ、並みの人間にはできないことを成
し遂げた杉村明は「深い満足感」を感じているはずだというｃ小野は、ナラティヴの乱れを「全てをかける」とか、
「深い満足感。幸福感」とか、「責任を引き受ける」というような大仰な言葉で襖い隠そうとしているのである。荒
涼たる人間関係を語る小野は、自尊心と過去の傷の間で揺れ動き、ナラティヴの「割れ目」をうめようとしている
のである。ナラティヴの割れ目（冒三）という言葉は、小野の父が言った性格的に「弱いところ」（〔一四三）をさす
言葉でもある。つまり、性格的な弱さが原因となり、曲線的で屈折したナラティヴが誕生したのである。父はこの
性格的な弱さのために、怠け癖やごまかしをうむ恐れがあると考え息子が画家になることに反対した。小野が戦意
高揚のための新日本主義運動の寵児となったのは、自分を弱いといった父親を見返そうとする意図があったからで
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3３ 
弱さを強さに転じさせた小野の人生は、時代の趨勢のために忘れ去られ、再び弱い立場にもどるという運命的な
帰結をする。小野を新連動に引き込んだ松田は、戦後の価値の逆転をうらむように、「かっておれたちが誇りにし
てきた業績ゆえに非難攻撃したがる連中がいることはよく知っている」と言うが、小野は潔く運命とあきらめ自分
の弱い立場を認激している。小野が娘の結婚のために、黒川に会いに行ったり、自分の責任について謝罪しなけれ
ばならなくなったり、カメさんを「芸術的な良心の持ち主」として弁謹したことを誇らしげに杏き記すことは、小
野の心の底に弱さに対して共鳴するのものがあるからなのである。松田が知識において把握している民衆（Ⅱ弱者）
を小野は、直観的に把握しているのである。しかし、小野はカメさんや信太郎の「着実な歩みと生き残る能力を評
価するとしても、率直さの欠如と裏切りの可能性とを疑わぬわけにはいかないだろう」という。自分の裏切りを棚
に
あ
げ
て
い
る
と
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
己
保
遡
本
能
の
た
め
に
カ
メ
さ
ん
や
、
信
太
郎
が
、
分
述
の
雌
能
さ
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
小
野
は
反
感
を
感
じ
て
い
る
の
だ
。
小野のように弱く全能でない話者が、不安定にいきあたりばつたりに語ることによって、今まできれいな表而に
覆
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
廃
嘘
の
瓦
礫
の
様
に
む
き
出
し
に
な
り
、
白
日
の
も
と
に
晒
さ
れ
る
。
私
は
、
小
野
の
自
己
言
及
的
な
ナ
ラ
ティヴが、必死に自己の傷を隠そうとしているものの、結局は自分の傷をあらわにしてしまうことによって、戦争
災任についての新しい語り方が成立していると考える。戦争覚任があったｎ分を批判し、さらにその貞任を反省す
る主体を、揺らぎやすい小野にすえることによって、戦争責任が述べられているのである。小野が自殺せずに宜任
を語ることによって、語りの主体を決定をするという困難な状態を回避しているのである。そうすることによって、
小野が戦意高揚に加担したことに対する表面的な批判ではなく、その底にある人間存在を越えるものに対して批判
ある。それゆえ、自分の人生を回想する時に、自己防御的に大仰な言葉を頻発し、「割れ目」Ⅱ「弱い部分」を補強
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
面
上
の
弱
さ
を
強
さ
に
転
じ
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
こ
の
小
茎
説
の
テ
ー
マの一つであり、この作品に見られる廃嘘としての都市が出現する、あるいはナラティヴの廃城化の、トリッガー
マ
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
吟
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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3４ 
小野は一時華々しい人間関係を誇ったが、それも今はなきに等しい。｜番弟子の信太郎がマダム川上の店で言っ
た、昔の知人弟子たちが殿様を慕うように小野のもとに集まることはなかった。もはや、小野を軍要だと思う人間
な
ど
存
在
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
げ
ん
に
信
太
郎
に
、
新
設
高
校
の
職
に
就
き
た
い
た
め
戦
争
に
は
反
対
し
て
い
た
と
い
う
釈
明
文を譜いて欲しいとさえいわれてしまう。信太郎は、「冷笑的な現代の風潮に染まっていない」と小野が評価した
人
物
で
あ
る
が
、
そ
の
信
太
郎
に
さ
え
裏
切
ら
れ
、
現
実
の
過
酷
さ
が
徐
々
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
小野はマダム川上の店で、隆盛を極めた人々がうごめく「なつかしい歓楽街」をしきりに回想する。確かに、小
野
の
つ
く
っ
た
〈
み
ぎ
ひ
だ
り
〉
は
こ
の
歓
楽
街
が
で
き
る
一
助
と
な
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
小
野
が
こ
の
歓
楽
街
を
し
き
り
に
回
想
し
、
ま
る
で
自
分
が
所
有
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
語
る
の
は
、
自
分
で
こ
の
歓
楽
街
を
創
造
し
た
と
い
う
自
負
が
あ
る
か
ら
な
のだ。しかし、この小野の所有の感覚と同時に、彼が新興住宅地や荒れ果てた杉村明の計画した公園を見て感じる
空虚感を、感じるのはなぜなのだろうか。後ほど詳しく触れるが、自分の美の完成である絵画を焼かれたり抹殺さ
せ
ら
れ
た
人
間
に
と
っ
て
、
こ
の
歓
楽
街
の
み
が
自
分
の
も
の
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
う
こ
と
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
れ
は
何
と
い
う
皮
肉
な
の
で
あ
ろ
う
。
マ
ダ
ム
川
上
の
店
で
懐
か
し
い
歓
楽
街
を
回
想
す
る
時
、
小
野
は
世
間
の
は
や
す
ぎ
る
変
化
についていけず、自分が哀れみを感じながらも軽蔑していたカメさんと同じ状態にいるのである。
小
野
は
森
山
画
伯
の
前
で
、
夜
明
け
の
光
と
共
に
あ
え
な
く
消
え
て
し
ま
う
享
楽
的
な
も
の
よ
り
、
「
も
っ
と
実
体
の
あ
る
も
の
を
尊重するように頭を切り替えるべきだ」と宣言する。その小野が〈みぎひだり〉をつくろうとした時に、このよう
な店が主導権をとらなければ、「わたしどもがその撲滅のために全力を傾けている退廃的な気風に満ちた歓楽街が
的
、
自
省
的
視
点
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
）
荒
涼
と
し
た
人
間
の
世
界
第
二
章
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
外
の
視
線
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3５ 
一体、黒田は小野のことを認識したのだろうか。この情景だけでは判断ができない。黒田が自分を許していなかっ
たということは、後で黒川を訪ねていき、弟子に自分の名を告げたときの態度の急変で分かるのである。
出現し、祖国の文化の骨格をはなはだしく弱める結果になるやもしれません」と減税した。「退廃的な気風に糊ち
た歓楽街」という言葉には、明らかに森山画伯の創造する世界に対する否定的態度と弱さに対する小野の過敏な反
応がうかがわれる。戦意高揚のために一役買い、重田財団賞を受賞したことは前にも述べたが、小野が軍部とタイ
アップしていたと考えるのは一面的である。
開戦前年の冬、小野は戦意高揚の作品を描かない黒田を、非国民活動統制委員会の人に注意してもらうように言っ
た。しかし、問題になりそうな絵ばかりでなく、黒田の絵はことごとく焼かれてしまう。この時から、小野は自分
が軍部に利用されているだけだったと知り、批判的になるのである。仲人をしてもらった松川と疎遠になったのも、
こうした背景があったからだと想像できる。世間が戦争一色に塗りつぶされようとしていた時代を、小野は「平山
の坊や」という精神障害者を取り上げ、人々が麻酔をかけられたように戦争に加わっていく様子をさりげなく述べ
ている。戦後になり「平山の坊や」を平気でたたきのめす人達のことを、この人達はかって平山の坊やの頭をさすっ
て、そそのかし、「二、三の短い歌詞が彼の大脳に根づくのを助けた張本人なのだ」と言うのである。
弟子の黒田を告発した一件は、父の言葉以上に深い傷を心の中に残している。しかし、それは回想の中でどっち
つかずのまま情景だけが投げ出され、言及されている。反省と後悔が入り交じることによってこのような提示方法
になってしまったのである。斎藤博士から黒田の名前を突然聞かされ、戦後一度だけ黒旧に会ったときのことを思
い出す。
黒田はかすかに頭を動かした。会釈のはじまりか。それとも、壊れたこうもり傘からのしぶきを避けるために頭
の位置を変えただけなのか。わたしには判断がつかなかった。（二七頁）
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3６ 
（
二
）
斉
藤
博
士
の
言
葉
小野は、回想にいつまでもひたっているわけにはいかない。なぜなら、小野は非常に微妙な立場にいるからだ。
戦意高揚に加担した作曲家那口幸雄が自殺したことが、家族の間で評判になる。戦意高揚の版画を作成したり〈み
ぎひだり〉を創設した小野と那口幸雄とでは、どのような責任の違いがあるのだろうか。小野が自分の戦争責任を
重大だと思えば、那口幸雄の様に自殺しても不思議ではないのである。
小野が自殺をしなかったのは、小野自身が考えるほど責任があるとは思われていなかったという事実にあるのだ。
この事実は屈辱的かもしれないが、真蟄な小野は立ち直り、一時放棄していた絵も描き始めるようになるのである。
小野が他人からどのような存在だと思われているのかに焦点をあてることにしよう。それによって、小野の言葉の
陰影がよくわかるようになるだろう。
黒田を訪ねた小野は、弟子の円地青年に「あなたの図太さにはあきれました」といわれる。黒田の側に立ってみ
れば、小野は黒田が投獄されるきっかけを作った人物だからである。にもかかわらず、謝罪もせずにいるとは図太
い人間だと、円地は考えているのである。小野のナラティヴを読んできた読者は、円地の言葉にびっくりするに違
いない。この様なナラティヴの内と外のギャップがある原因は、ナラティヴが小野によって、しかも心の傷のため
に鞘晦して語られているからなのである。
娘たちの視点で見れば、暴君ぶりを発揮してみんなをあごで使っていた父が、「隠居してからはとっても世話が
やける」ようになったり、一日中ふさぎこんでいたり、孫の一郎に酒を飲ませようとしたり、怪獣映画に一郎を連
れて行き紀子に非難されたりする、家族のやっかい者であることが明らかになる。ナラティヴの外から見ることに
よって、小野の内面と外面の乖離があらわになるのである。
自分の弱さを戦争に荷担することによって強さに変えたように、語りの中の小野の存在が一八○度転向するのは、
自分の社会的成功をめぐる評価がなされた瞬間であろう。斉藤家との見合いの席で、小野は斉藤家の次男満男に同
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3７ 
こ
れ
が
、
「
地
平
ヲ
望
〆
」
を
中
心
に
し
た
小
野
の
芸
術
活
動
の
世
間
的
評
価
で
あ
る
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
斉
藤
博
士
が
戦
争
中
の
小
野
の
こ
と
を
知
ら
な
い
わ
け
は
な
い
が
、
小
野
の
戦
争
責
任
ま
で
追
求
し
よ
う
と
い
う
つ
も
り
は
な
い
よ
う
だ
。
周
囲
が
敗
戦
か
ら
の
復
興
慌
に
忙
し
い
な
か
で
は
、
小
野
の
考
え
る
ほ
ど
み
ん
な
は
内
面
の
問
題
に
固
執
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
黒
田
で
さ
え
、
小
野
に
対
し
て
復
鯉
し
よ
う
な
ど
と
い
う
気
持
ち
は
な
い
よ
う
だ
。
小
野
が
過
去
の
傷
と
し
て
か
か
え
て
い
る
戦
争
貞
任
は
、
暖
昧
な
灰
色
の
時
間
の
経
過
の
中
で
、
ま
る
で
廃
城
の
よ
う
に
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
小
野
の
悲
壮
さ
を
装
う
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
刑
階
さ
は
、
彼
自
身
の
美
的
基
準
と
世
間
の
雌
雄
の
ず
れ
に
あ
る
の
で
あ
る
。
孫
の
一
郎
の
西
部
劇
の
ま
ね
ご
と
で
も
わ
か
る
と
お
り
、
日
本
式
の
英
雄
よ
り
は
、
ロ
ー
ン
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
ポ
パ
イ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
ヒ
ー
ロ
ー
や
ア
イ
ド
ル
の
ほ
う
が
ず
っ
と
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
新
し
い
世
界
は
、
小
野
に
不
愉
快
さ
を
与
え
さ
え
す
る
。
新
婚
の
太
郎
と
紀
子
の
住
ん
で
い
る
新
し
い
団
地
は
、
小
野
に
と
っ
て
、
｜
‐
想
像
力
が
欠
け
、
い
か
に
も
狭
苦
し
く
「
｜
、
閉
所
恐
怖
症
に
陥
り
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
古
い
役
員
を
全
く
切
り
捨
て
た
斉
藤
太
郎
の
会
社
の
人
員
櫛
成
に
牌
言
を
呈
す
る
小
野
は
、
戦
後
の
世
界
を
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
が
、
残
酷
で
白
け
た
時
代
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
斎
縢
〃
ｆ
は
見
合
い
の
聯
で
デ
モ
に
よ
っ
て
蝿
亡
者
が
川
た
こ
と
に
つ
い
て
、
デ
モ
の
「
根
本
に
あ
る
精
神
ｌ
つ
ま
り
か
っ
て
、
彼
の
大
学
の
教
授
と
な
っ
て
い
る
黒
川
か
ら
口
分
の
こ
と
を
聞
い
て
い
る
の
で
は
と
郡
ね
る
。
多
分
、
小
野
と
黙
川
の
極
雑
な
関
係
を
知
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
斉
藤
家
の
血
々
は
そ
の
場
を
と
り
つ
く
ろ
う
が
、
小
野
は
「
わ
た
し
が
行
っ
た
こ
と
の
多
く
が
、
究極的にはわが国にとって有害であったこと」、「国民に対して筆舌に尽くし難い苦難をもたらした一連の社会的影
響
に
わ
た
し
も
加
担
し
て
い
た
こ
と
」
、
を
否
定
し
な
い
と
言
っ
て
自
分
の
過
去
の
戦
争
責
任
を
認
め
る
。
す
る
と
斎
藤
博
士
は
、
こ
う
言
う
の
で
あ
る
。
「
失
礼
で
す
が
」
と
博
士
は
言
っ
た
。
「
ご
自
分
の
芸
術
活
動
に
不
満
だ
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。
お
描
き
に
な
っ
た
絵
に
？
」
（一八八画）
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3８ 
小
野
の
思
い
込
み
に
だ
ま
さ
れ
た
読
者
は
、
（
も
ち
ろ
ん
小
野
は
だ
ま
そ
う
な
ど
と
は
思
っ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
が
）
斎
藤
博
士
や
節
子
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
語
り
の
外
の
客
観
的
な
世
界
で
の
小
野
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
小
野
の
過
剰
と
も
い
え
る
自
尊
心
の
彫
に
隠
れ
て
い
た
世
間
の
小
野
の
芸
術
活
動
の
評
価
は
、
小
野
に
取
っ
て
み
れ
ば
さ
さ
い
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
今
ま
で
語
ら
れ
た
悲
壮
な
言
葉
の
価
値
の
再
検
討
を
促
し
、
リ
ア
ル
に
、
喜
劇
的
に
、
小
野
の
覚
任
感
を
示
す
の
で
あ
る
。
小
野
の
真
面
目
さ
が
認
識
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
喜
劇
的
な
面
が
あ
ら
わ
れ
る
の
だ
。
し
か
し
節
子
や
紀
子
は
、
父
に
自
分
の
責
任
を
あ
ま
り
深
刻
に
受
け
と
め
て
欲
し
く
な
い
と
考
え
て
い
る
。
小
野
の
過
去
の
も
っ
と
も
大
き
な
傷
と
な
っ
て
い
る
黒
田
に
会
い
に
行
く
原
因
と
な
っ
た
、
節
子
の
「
慎
重
な
手
順
」
を
踏
ん
で
欲
し
い
と
い
う
言
葉
は
、
見
事
に
節
子
自
身
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
。
民衆が大ぴらに、強力に、自分たちの意見を表明する必要があると信じている、その信条」を健康だとする。小野
が
反
発
を
感
じ
る
三
宅
次
郎
、
素
一
、
斎
藤
一
郎
な
ど
の
若
い
世
代
で
は
な
く
、
自
分
と
同
世
代
の
人
間
が
新
し
い
時
代
に
対
し
て
理
解
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
斉
藤
博
士
の
こ
の
言
葉
は
、
小
野
が
目
の
前
の
新
し
い
時
代
を
自
分
な
り
で
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
「
こ
の
頃
は
物
忘
れ
が
ひ
ど
い
の
は
確
か
だ
け
ど
、
お
父
さ
ま
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
な
こ
と
は
ど
う
し
て
も
思
い
出
せ
な
い
の
」
「
お
い
お
い
、
節
子
、
そ
れ
は
ひ
ど
い
ぞ
」
節
子
は
突
然
立
ち
止
ま
っ
て
、
大
き
な
声
を
上
げ
た
、
「
こ
の
時
期
の
紅
葉
は
な
ん
て
き
れ
い
な
ん
で
し
ょ
う
！
」
（
二
九
一
頁
）
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3９ 
斉藤博士の言葉によって、小野の思いこみは異なったものになってしまう。小野はその衝撃があまりにも大きかっ
たので、斉藤博士はわたしのことは知らないと言うが、実はこの町に引っ越してきたときから知っていると言った
り、森山画伯は新しい技法を探求している自分に対して「不思議な道を探る」と言ったが、それは実は自分が黒田
に対していった言葉ではないかと自分の記憶を疑い出す。この様な疑問により一九四九年十一月、’九五○年六月
の回想は、小野の過去の責任を再度自分なりでたどったものであると同時に、小野の美の形成について再検討した
ものとなっているのである。ここではじめて、小野の感化と支配の対象となった黒田が語られるのである。
一九五○年六月、病気の松田を見舞った小野は、隣家の庭掃除の時のものをもやすにおいから空襲と火災を迎想
し、ものが焦げる匂いがすると不安になると言う。小野は空襲と火災を連想しているのだが、彼の連想の底にある
のは、空襲と火災だけなのであろうか。小野がものが焼ける匂いに固執する理由は、父親に絵を焼かれてしまった
という少年時代の記憶にまでさかのぼることができる。そして、このもの心つくころの記憶と、小野の「傲慢さと
支配欲」の犠牲となった黒田への悔悟の念とが結びついているのである。まずもの心ついたときの記憶についてみ
てみよう。
「家のなか、どこか知らないけど焦げくさいよ。」とわたしは言った。
「焦げくさい？」母はだいぶ間を置いてから言った。「いいえ、そんなことはありません。気のせいでしよ。」
「ものが焼けるにおいがしたんだ」とわたしは言った。「ほら、いまにも。お父さんは客間？」（七一頁）
二
）
父
権
へ
の
反
逆
第
三
章
美
の
闘
い
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4０ 
息子に「弱いところ」があるので画家になることに反対する父は、息子の欠点を見抜いていたわけではなく、ど
うしても家業を継いでほしいので家に来る托鉢僧に言われたことを口実にしているのである。しかし息子が納得し
ないので、父は絵を焼くという暴力的行動をとる。絵を焼かれてしまったことに対する恐怖心は、彼が自分の美を
完成させた「独善」という絵を森山画伯によって抹殺されたときによみがえる。絵を焼くという父の行為が情熱に
火を付けたと、母親に吐き捨てるようにいうが、絵を焼くあるいは抹殺するという暴力的支配に対する反逆心が戦
前・戦中の小野を駆り立て、時局に加担するという態度をとらせたのである。
しかし、この過度の思い入れは、カメさんの存在によって相対化されてしまう。技術が未熟で、森山画伯の主張
に欺く作品をつくっては廃棄していたカメさんからすれば、小野の「独善」は森山画伯に対する明らかな裏切りで
あった。皮肉なことに、技術の習得が遅いカメさんが、小野の信義をあまり亜視しないという弱点を見抜いていた
のである。カメさんからすれば、武川工房を逃げ出し、自分を受け入れてくれた森山画伯さえも裏切ることなど考
えも及ばなかったろう。いくら小野が芸術的良心があるといってかばってくれたとしても、これだけは許せないと
カメさんは思ったことだろう。カメさんは戦後中学校の美術教師になった、と小野は軽蔑したように記しているが、
彼の誠実さが評価される場所に落ち着いたというべきであろう。
師匠の画風を継承しなければ弟子ではないという森山画伯の父権的な雰囲気に触れておくべきだろう。森山は自
分の画風を継承させることを第一の目的としている。彼の一番弟子の佐々木でさえも、師を奥切った作品を描いた
ということで追放されてしまう。小野の師を一墨切るような作品も、弟子たちによってなくされてしまう。自分の美
的表現が抹殺されるという恐怖心は、父権をふりまわす森山に対する反発に転化していく。しかし、小野が森山画
伯を裏切ったのは、自分の弱さを強さに変えるためなのか、あるいは自分の芸術のためなのか、明確にされていな
い。黒田を告発したときの一件を語るときと同様に、自分の最大の動機ですら、それが心の傷であるが故に、決定
不可能で暖昧にされている。しかし、小野は自分の裏切りが、みんなから蔑まされていたカメさんのような人間か
らどのようにうつっていたのかを記し、自分の美的決定の醜さをあらわにしているのである。このことでもわかる
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小
野
は
様
々
な
人
た
ち
と
美
を
め
ぐ
る
闘
い
を
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
し
て
守
る
べ
き
美
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
小
野
が
頭
角
を
表
す
土
壌
と
な
っ
た
森
山
画
伯
の
山
聴
時
代
に
、
小
野
は
何
を
吸
収
し
た
の
か
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
小
野
が
裏
切
っ
て
ま
で
闘
い
を
挑
ん
だ
森
山
画
伯
の
美
を
み
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
森
山
は
「
現
代
の
歌
麿
」
と
呼
ば
れ
て
、
戦
前
、
戦
中
の
日
本
に
お
い
て
、
退
廃
的
だ
と
い
う
そ
し
り
を
受
け
た
。
森
山
画
伯
の
芸
術
の
眼
目
は
、
「
あ
る
極
の
愁
い
を
州
び
た
夜
の
雰
囲
気
を
箙
し
出
す
こ
と
」
に
あ
り
、
「
行
焔
や
提
灯
の
明
か
り
の
感
じ
を
再
現
す
る
た
め
、
盛
ん
に
色
彩
の
実
験
を
重
ね
て
」
い
る
の
だ
っ
た
。
森
山
は
自
分
の
美
を
説
明
す
る
時
に
、
こ
の
よ
う
に
義
三
郎
の
夜
の
美
学
を
ひ
く
の
で
あ
る
。
義
三
郎
は
不
幸
な
芸
能
人
で
、
自
分
を
も
て
は
や
す
遊
郭
の
女
た
ち
の
言
葉
を
信
じ
る
が
、
「
朝
が
来
る
と
、
知
性
が
邪
魔
し
て
、
も
う
そ
ん
な
話
を
信
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
人
間
な
の
で
あ
る
。
マ
ダ
ム
川
上
の
店
で
の
小
野
の
懐
か
し
い
歓
楽
街
の
回
想
は
、
い
い
も
の
が
夜
集
ま
り
、
夜
明
け
と
と
も
に
消
滅
し
て
し
ま
う
と
い
う
義
三
郎
の
言
葉
を
実
証
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
私
達
が
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
小
野
が
い
か
に
義
三
郎
Ⅱ
森
山
画
伯
の
美
学
理
論
を
越
え
よ
う
と
し
た
か
に
あ
る
。
小
野
は
師
匠
の
森
山
を
裏
切
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
社
会
的
名
声
を
手
に
入
れ
る
。
し
か
し
、
芸
術
家
の
小
野
に
と
っ
て
こ
の
こ
と
は
自
分
の
美
を
歪
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
地
平
ヲ
望
〆
「
｜
に
み
ら
れ
る
小
野
の
歪
ん
だ
美
を
産
み
出
し
た
美
学
的
な
闘
い
が
、
私
た
ち
よ
う
に
、
小
野
の
自
己
言
及
的
な
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
に
は
芸
術
家
と
し
て
の
良
心
の
苦
し
み
が
み
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。
のまえに示される。
彼
（
義
三
郎
）
は
い
つ
も
、
世
の
中
の
い
ち
ば
ん
い
い
も
の
は
夜
に
集
ま
っ
て
き
、
夜
明
け
と
共
に
消
え
て
い
く
、
と
言
っ
て
い
た
。
人々が浮き世と呼んでいるものはな、小野、義三郎が大事にすべきだと心得ていたそういう世界だ。（二二五頁）
（
二
）
太
い
輪
郭
線
に
囲
ま
れ
た
世
界
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戦争中の小野を一躍有名にした「地平ヲ望〆」には、どのような新しい技法がこめられているのだろうか。前に
も
述
べ
た
様
に
、
こ
の
出
世
作
の
原
型
と
な
っ
た
も
の
が
、
「
独
善
」
と
い
う
作
品
で
あ
る
。
彼
が
今
で
も
再
現
で
き
る
と
自
信
を
持
っ
て語る理由は、その絵が彼の美的表現を完成させたものだからである。（しかし、小野の代表作の絵でさえも、小
野の人格を象徴するかのように「独善」という名前がつけられているのは何という皮肉なのであろうか。）
小野は、戦意高揚のために描いた自分の「地平ヲ望メ」にあまり言及せずに、その原型となった「独善」の成立
過程を詳しく記している。師匠によって廃棄されてしまった「独善」は、境界はぼかされているが、みすぼらしい
掘
っ
た
て
小
屋
の
前
で
剣
道
の
構
え
で
棒
を
振
り
上
げ
、
戦
い
を
始
め
よ
う
と
す
る
三
人
の
若
武
者
た
ち
と
、
豪
華
な
バ
ー
で
酒
を
の
み
談
笑
す
る
三
人
の
身
な
り
の
い
い
、
で
っ
ぷ
り
と
太
っ
た
退
廃
的
な
男
た
ち
の
イ
メ
ー
ジ
が
対
立
し
て
い
る
絵
だ
っ
た
。
絵
の
左
手
には、この時代の刻印ともいうべき、「ソレデモ若者ハ自己ノ尊厳ヲ守ルタメー一戦ウ覚悟ヲ決〆テイル」というアッ
ピールが小さく書かれている。「独善」は小野にとっては、自分の美学の完全な具現化であった。なぜなら、「地平
び
付
い
た
の
で
あ
る
。
まず思いつくのが、小野の視点に新しいものを付け加えた松田の存在である。松田はダンテに対するヴェルギリウ
スのように、巧みに小野を誘い出し貧困にあえぐ西津留地区を案内し、「面白い眺め」だろうと挑戦的にいう。ま
たこの地区の貧困が青かびのように蔓延していくだろうと言い、小野の「なんとかしてやりたい」という言葉を引
き
出
す
。
し
か
し
、
松
田
は
こ
の
率
直
な
言
葉
を
「
善
意
の
感
傷
」
で
あ
る
と
挑
発
し
、
自
分
の
運
動
に
小
野
を
引
き
込
む
こ
と
に
成
功
す
る
。
松
田
も
小
野
も
、
変
動
期
に
財
産
を
守
っ
て
き
た
裕
福
な
人
間
で
あ
る
が
、
松
田
の
弱
者
へ
の
態
度
と
比
べ
る
と
、
皮
肉
な
ことに小野のほうが弱者とは何かを正確にとらえているのである。小野は自分よりも弱い存在である「平山の坊や」
に
つ
い
て
言
及
す
る
が
、
そ
れ
は
自
分
も
「
平
山
の
坊
や
」
も
、
と
も
に
最
も
い
い
時
期
が
過
ぎ
れ
ば
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
運
命
を
も
っ
て
い
る
、
と
直
感
し
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
小
野
の
想
像
力
を
耽
美
的
な
も
の
に
向
け
さ
せ
ず
に
、
社
会
・
現
実
に
向
け
さ
せ
た
の
は
松
川
で
あ
り
、
彼
な
く
し
て
は
美
術
界
に
おいて頭角を現すことはできなかったであろう。松田によって与えられた新しい視点が小野の中で新しい技法と結
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ヲ
望
メ
」
と
は
異
な
り
、
太
い
輪
郭
線
と
半
分
残
し
た
ぼ
か
し
に
よ
っ
て
、
三
人
の
若
武
者
と
三
人
の
で
っ
ぷ
り
と
太
っ
た
男
た
ち
の
対
立
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
り
あ
げ
る
と
い
う
手
法
は
、
カ
メ
さ
ん
を
驚
か
せ
た
と
は
い
え
、
森
山
画
伯
の
技
法
を
継
承
し
発
展
さ
せ
て
い
る
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
「地平ヲ望メ」という戦争中に評判になった版画は、「独善」を改作したものである。「空論ヲ重ネル時一一非ズ。
川
本
ハ
今
コ
ソ
前
進
ス
ベ
シ
」
と
い
う
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
張
り
付
け
ら
れ
、
背
景
は
貧
民
街
か
ら
朝
日
を
か
た
ど
っ
た
軍
旗
に
変
え
ら
れ、西津留地区の貧民窟で見たみじめな三人の少年たちの姿と一一一人の退廃的な男たちは、三人の厳粛な顔つきの軍
人と三人の政治家という対照的なイメージに変更された。この「地平ヲ望〆」という版画の世界は、「独善」の持っ
て
い
た
半
分
ぼ
か
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
対
立
は
存
在
せ
ず
、
く
っ
き
り
と
し
た
太
い
輪
郭
線
に
よ
っ
て
、
美
的
な
も
の
か
ら
現
実
へ
と
視
点が移行し、弱者、平和、美が切り捨てられている。これは、小野の暖昧な世界からの訣別であり、森山画伯のは
かない美の技法を否定した絵画的裏切りなのである。「独善」よりもさらに一歩踏み込み、「百万人に反対されよう
とも、自分の頭で考え、独自の判断を下すという能力」によって彼は太い輪郭線に囲まれた世界を創ったのである。
対立するものを明確に分かつ黒く太い輪郭線によって、小野の美は社会的に認知されたのである。この瞬間に、小
野
の
も
っ
て
い
る
「
弱
さ
」
が
「
強
さ
」
に
転
じ
、
実
父
や
美
の
父
で
あ
る
森
山
画
伯
に
対
す
る
反
逆
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
当然、森山画伯にとって小野は「裏切りもの」である。しかし、この言葉は小野にとってみれば、ちょうど「地
平ヲ望〆」が「独善」という下絵をもっている様に、砿燗的な意味を持つ。小野は森山画伯を裏切ったが、「芸術
家
の
関
心
は
、
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
見
つ
け
た
美
を
と
ら
え
る
こ
と
に
あ
る
」
と
い
う
松
田
も
裏
切
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
敗戦によって今度は、小野自身が世間から忘れ去られ、つまり世間から裏切られてしまったのである。
小野は自分の過去をふりかえり、弟子が師匠の短所を見抜いたときは、自分の育てた弟子が完熟の領域に達した
証拠として歓迎すべきであるが、現実には複雑な感情が絡み、有能な弟子の成熟ぶりを一袈切られたとしか思えない
（
三
）
感
化
力
と
嫉
妬
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し
か
し
、
小
野
に
と
っ
て
み
れ
ば
黒
田
と
の
一
件
は
、
絵
を
焼
か
れ
た
り
、
抹
殺
さ
れ
た
時
と
同
様
深
い
傷
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
’
九
四
九
年
十
一
月
の
手
記
は
、
一
九
四
八
年
十
月
同
様
連
想
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
紡
ぎ
出
さ
れ
、
過
去
の
世
界
へ
読
者
を
導
い
て
い
る
。
森
山
画
伯
と
の
別
れ
の
場
面
で
、
ち
ら
ち
ら
と
自
分
の
弟
子
の
黒
川
の
こ
と
を
連
想
す
る
が
、
つ
い
に
核
心
の
部
分
、
黒
田
と
の
一
件
を
連
想
す
る
。
黒
田
の
回
想
で
顕
著
な
の
は
、
有
能
な
弟
子
へ
の
嫉
妬
心
の
入
り
交
じ
っ
た
視
線
で
あ
る
。
戦
犯
と
し
て
拷
問
を
受
け
た
黒
田
が
、
自
分
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
と
い
う
不
安
が
わ
き
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
ここでもう一度、「教師の傲慢さと支配欲の犠牲になった「｜黒田を告発したことを取り上げなければならない。
小
野
は
非
国
民
活
動
統
制
委
員
会
へ
の
自
分
の
進
言
が
言
い
過
ぎ
た
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
、
黒
田
宅
へ
急
行
す
る
。
し
か
し
、
時
す
でに遅く、「非国民のクズ」の黒田の絵は灰の山になってしまっていた。私服刑事の「くせえ絵はくせえ煙を吐き
や
が
る
」
と
い
う
言
葉
ほ
ど
こ
の
時
の
状
況
を
伝
え
て
い
る
言
葉
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
な
ぜ
告
げ
口
に
も
相
当
す
る
よ
う
な
こ
とを小野はしたのだろうか。黒田の絵が焼かれてしまうことは、光分に予想がついたことではなかったか。小野は
時
が
あ
る
と
い
う
。
師
を
裏
切
り
一
躍
有
名
に
な
っ
た
小
野
が
、
今
度
は
自
分
が
感
化
を
あ
え
る
立
場
に
立
っ
た
時
に
自
分
の
責
任
の
軍
大
さ
に
苦
し
む
。
有
能
な
弟
子
た
ち
と
ど
の
よ
う
に
接
す
る
の
か
、
と
小
野
は
苦
悩
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
苦
悩
は
感
化
を
与
え
る
立
場
か
ら
離
れ
る
と
、
安
心
感
に
変
化
す
る
こ
と
も
あ
る
。
小
野
は
娘
達
の
た
め
に
一
郎
を
預
か
る
。
じ
っ
と
一
郎
を
み
て
い
る
と
、
彼
の
姿
が
父
親
の
素
一
に
そ
っ
く
り
で
あ
り
、
節
子
に
も
、
賢
治
に
も
似
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
、
「
奇
妙
な
安
心
感
」
を
覚
え
る
。
こ
の
こ
と
が
小
野
に
感
化
力
の
影
響
を
痛
感
さ
せ
る
の
で
ある。（…
…
）
青
年
も
ま
た
、
尊
敬
し
て
や
ま
な
い
教
師
や
師
匠
か
ら
な
に
か
を
伝
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
教
え
ら
れ
た
こ
と
の
大
部
分
を
廊
誹
嚇
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
．
ｌ
場
合
に
よ
っ
て
は
、
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
Ｉ
ず
っ
と
あ
と
で
さ
え
、
旧
鯏
の
い
く
つ
か
の
特
徴
は
か
っ
て
の
感
化
力
の
彫
の
よ
う
に
残
っ
て
、
生
涯
そ
の
人
に
焼
き
つ
い
て
し
ま
う
も
の
だ
。
（
二
○
五
頁
）
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右翼も左翼もこぞって關達な議論をしようという理由でこの店の名前をつけたわけではなく、店の両側から入れ
るので、〈みぎひだり〉と命名されたこの店は、うすっぺらな愛国心を広める店であった。小野はこの絵を評して、
「黒田にかかれば、愛国心はもっとずっと根っこの日常生活から樅まれるもの、たとえばわれわれが飲んだりつき
あいを楽しんだりする場所から始まるもの」であるという。ここにある感覚は、深さと同時に豊かさを持った普遍
的なものである。愛国心とは黒田にとってみれば心地好い場所から始まるものなのである。黒田の「愛国心」は、
この時期の小野が失っていた日常的な視点、言い換えれば、やがて戦争に無理やり繰り込まれて行く、弱者たちの
と記している。
自分の影響力のとどかない、「不思議な道を探っている」黒田を支配しようとする気持ちから、この様に卑劣なこ
とをしたのである。あるいは小野の黒田の「愛国心」という絵に対する嫉妬心からかもしれない。それでは、一体、
黒
田
の
絵
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
小野の「地平ヲ望〆」という絵は、｜時はもてはやされたが忘れ去られてしまっている。しかし、弟子の黒田の
一「愛国心」という絵は戦後においてもしばしば取り上げられることがある。黒田の「愛国心」には
小野はこの色彩豊かな黒田の油彩画の描写を、〈みぎひだり〉の騒々しいが誇り高く、格式ばった雰囲気を「実
に正確にとらえている」と言っている。この店は当時振興しつつあった、荒川地区にある山縣屋という店を〈みぎ
ひだり〉という名前にかえ「愛国心」の持ち主たちが集い、新精神を広めて行こうという趣旨で、小野が一肩入れし
てつくった店であった。小野は自慢げに、たくさんの人間を集めた功績により、この店で特別席を設けてもらった
（……）数脚のテーブルが描かれ、この店の色彩や内装がかなり忠実に再現されており、なかでも頭上のバルコ
ニーから吊り下げられている愛国的な旗飾りや標語が目を引く。旗の下ではテーブルを囲んだ客が談笑にふけっ
ており、前景には着物姿の女給が飲み物の盆を捧げてせかせかと歩いている。（二二頁）
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4６ 
と
感
じ
る
。
こ
の
廃
虚
の
感
覚
は
、
戦
後
に
突
然
現
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
こ
こ
は
「
古
川
の
東
」
と
呼
ば
れ
て
、
小
野
が
一
九
一
三
年
に
は
じ
め
て
こ
の
市
に
や
っ
て
き
た
と
き
に
は
、
町
工
場
や
倉
庫
が
ぎ
っ
し
り
と
立
ち
並
び
、
そ
の
多
く
が
荒
れ
果
て
無
人
の
廃
屋
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
た
と
え
歓
楽
街
と
し
て
栄
え
て
い
て
も
、
そ
れ
は
一
時
の
こ
と
で
あ
り
や
が
て
は
廃
塩
化
す
る
こ
と
が
予
言
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
市
電
の
系
統
が
整
う
前
は
、
小
野
が
住
ん
で
い
る
地
方
都
市
は
、
小
野
に
は
「
ご
た
ご
た
し
た
都
会
に
封
じ
こ
め
ら
れ
た
よ
う
な
感
じ
」
が
し
た
。
戦
争
に
よ
る
破
壊
の
後
、
新
し
く
開
設
さ
れ
た
市
電
に
よ
っ
て
「
ま
っ
た
く
あ
ら
ゆ
る
町
、
あ
ら
ゆ
る
地
区
が
一
夜
に
し
て
性
格
を
変
え
」
、
「
い
つ
も
人
出
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
い
く
つ
か
の
公
園
が
急
に
さ
び
れ
、
長
い
歴
史
を
誇
っ
て
い
た
商
店
が
ひ
ど
い打撃をこうむる」のである。このことは、たとえ地方都市について語っているとしても、生成していく都市がや
視点で描かれた傑作なのである。社会的認知を得た「地平ヲ望メ」の強・弱という二つの世界に分断された絵画と
比
べ
る
と
、
こ
の
黒
田
の
絵
画
は
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
、
人
々
の
共
感
を
あ
つ
め
る
も
の
を
も
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
絵
は
、
戦
後
価
値
観
が
変
わ
り
、
投
獄
さ
れ
た
黒
田
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
と
関
係
な
く
、
普
遍
的
な
価
値
を
持
っ
た
絵
画
な
の
で
あ
る
。
小
野
は
マ
ダ
ム
川
上
の
店
を
出
る
と
、
だ
が
、
昔
の
面
影
を
と
ど
め
て
い
る
の
は
こ
の
バ
ー
く
ら
い
な
も
の
だ
。
バ
ー
を
出
て
路
上
に
立
つ
と
す
ぐ
、
お
れ
は
文
明
の
最
果
て
で
酒
を
飲
ん
だ
、
と
い
う
気
分
に
な
る
。
あ
た
り
一
面
、
不
気
味
な
瓦
礫
の
山
。
は
る
か
向
こ
う
に
背
中
を
見
せ
て
い
る
い
く
つ
かのビルが、ここも市の中心部から遠くないことを思い出させる。（三八～九頁）
二
）
な
つ
か
し
い
歓
楽
街
第
四
章
廃
嘘
か
ら
の
旅
立
ち
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4７ 
がて廃嘘になることを予告していることを端的にあらわしているといえるのである。
このような廃嘘の感覚がナラティヴの表面にひょっこり顔を出す。どうしても忘れられないものが、まるで一郎
の夢の中に出てくる怪獣映画の夢のように、意識のレベルにのぼって来るのである。杉村明のつくった川辺公園に
ついて小野がシンパシーを覚えたのは、杉村明を英雄視するとともに、その影に廃城が存在していることに気がつ
いているからなのである。信太郎やマダム川上は、歓楽街を再現するために、〈みぎひだり〉に昔来ていた連中に
声をかけたらどうだろうと提案する。しかし、小野は二人の「まじめな楽観主義」に慰めを見出しはするが、もは
や
歓
楽
街
は
存
在
し
な
い
と
認
識
し
て
い
る
の
だ
。
都市という不可思議な存在について深く考察している、小説家日野啓三は、焦土と化した東京という廃鯛を「鉱
物と意識が触れ合う場所」として、特異な廃嘘論を展開している。終戦後、朝鮮からの引き上げ船で博多港に入港
した時、朝鮮で見た岩だらけの光景になじんでいた日野は、びっしりと植物に覆われている小島をみて恐怖心を覚
える。日野はこれらの植物は日本という閉じた共同体の人間的な絡まり合いの象徴だと考え、このような湿った風
土への生理的な違和感を感じたという。それゆえ、「生ま身にリアルな意識の深層風景」に共感を覚え、同人誌に
戦後の焼け野原のコンクリートのほうが人間よりもなつかしいと書いたのであった。廃嘘は彼にとってみれば、
「秩序とカオスの中間形態、というよりもカオスへの還元的過程の一時期の状態」であり、「存在と歴史、自然と文
（１） 
明、宇宙と人間、鉱物と意識」の偶然の均衡点だと廃城を定義するのである。カズオ・イシグロによって示される
小野の意識の中の美の闘いの間に顔を出す廃嘘としての都市は、日野のいうところの「存在と歴史の偶然の均獅欝凸
であろう。
ここで思い出すのは、小野が酒盛りの席をはずし、森山画伯の収納庫で瞑想にふける場面である。共同墓地のよ
うな森山画伯の収納庫で、小野は明かりを見て入ってきた森山と議論する。森山画伯は自分の若い頃の木版画は紬
（１）日野啓三「廃嘘」「廃嘘大全」二七一～二頁
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4８ 
部にこだわりすぎて致命的な欠陥があると言う。そして「浮き世の風俗を賛美できなかったのは、その価値をまだ
どうしても信じる気になれなかったからだ」という。ここでは、過去を振り返ることは、まるで墓地めぐりのよう
な感覚で迫ってくる。マダム川上は店の外の瓦礫の山を「墓地」という。この認識は話者の小野にとっても同様で
ある。この小説では、墓地は「存在と歴史の偶然の均衡点」である廃嘘なのである。森山画伯のもとでの修行時代
であろうと、小野の語りのマダム川上の店であろうと、どこであろうと回想している時はすべて、墓地めぐり、つ
ま
り
廃
嘘
め
ぐ
り
な
の
で
あ
る
。
まるで誘蛾灯に集まる蛾のように弱い者が集まるマダム川上の店は、「低く吊り下げられた屯燈の暖かい光に照
らし出されたカウンターと、篭内の階い形になった部分とのコントラストに注意を引かれる」店である。黒川の描
いた〈みぎひだり〉のように活気のある場所とは反対に、暗い一点だけ明かりがともった世界を、小野は独善的に、
居心地よく感じるのである。店の外の瓦礫の山を「墓場」と言うマダム川上は、席の外に存在する世界を荒涼と
した世界と思っている。これと同じように、小野も室内のくらい影の向こうにある外の世界を暗く、荒涼とした世
界であると認識している。しかし、居心地のいいマダム川上の店でさえも、廃虚のなかでなくなろうとしているの
である。弱いものが強くなってもいずれは弱いものに帰るように、廃嘘から生成していくものはやがて、廃嘘にな
るのである。回分の自宅の近くに新築されている居住地区の建築現場を、「まだ巾内のあちこちに見られる焼け跡
そっくりに見えることがある」という感覚は実はこのことを水しているのである。
朝鮮からひきあげてきた日野が、恐怖心を感じた人間的な絡まり合いを象徴する植物の存在にあたるのは、この
小説では感化力と記憶にとり懸かれた小野の存在であろう。しかし、この小説の都市の感覚は、日野のコズミック
な廃嘘の感覚と異なり廃嘘の虚構性に重点がおかれているのである。瓦礫から立ち上がり、全く新しくなったオフィー
ス街の前庭のベンチに座る小野益次の姿によって、廃嘘の虚構性が強調されているのである。この光景をまえにす
れ
ば
、
小
野
の
複
雑
な
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
も
無
化
し
て
し
ま
い
、
廃
嘘
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
や
が
て
、
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
は
『満たされざる者たち』（ご扇〔ざ８冨已員）（一九九五）において、東欧の一都市を人間関係が錯綜とする廃城とし
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4９ 
黒田の「愛国心」という傑作に対して小野が作り上げたものは、「地平ヲ望メ」のように絵画として結実したも
のではなく、小野の脳の中に存在する回想としての「なつかしい歓楽街」であった。もしも父が絵を焼かなければ、
森山が絵を抹殺しなければ、小野はいつの日か、以下のように人々がエネルギッシュに蛸集するさまを独特のタッ
チで描いていたかもしれない。小野がマダム川上の店で回想する場面に戻ろう。
人々が群れ集まる無秩序な状態を、まるで街頭に置いた定点観察のカメラのように粘密に、愛情を込めて描いてい
たはずなのである。なつかしい歓楽街を回想する時、初めて小野縦次の代表作の特徴であった対立するものを区分
する太い輪郭線が消滅し、退廃的な歓楽街とは程遠いエネルギッシュな、人々が群集う街が、脳裏に出現するので
ある。何と皮肉なことなのであろうか。絵筆を折り、なつかしい歓楽街を読者に提示することによって、回想の中
ではあるが小野の芸術が完成したのである。
小野が西津留地区に感じたのは、松田のいうとおり「善意の感傷」だったかも知れない。しかし、小野が回想す
る「なつかしい歓楽街」は自分の生搬を見つめなおした時の率直な感情の表明であり、皮肉なことに松田が予期も
である。
黒
田
の
て創造する。『漂う世界の画家』に突然現れる廃嘘の感覚は、後の彼の廃嘘としての郁市の感覚を予告しているの
その街のせせこましい蹄地を歩くと、あらゆる店先から斜めに艫り川しているｌやたらに派手慈父字で、それ
ぞれの店の特徴をひけらかしているｌ無数ののぼりによってしょつち幟う行く手を塞がれるのであった．それ
でも当時は、そんな店がいくらでも繁盛するくらいたくさんの客がいた。特に春先以降、この一画は、気の向く
ままにはしごをして回る人や、ただ路上で世間話にふける人などでごったがえしていた。自動車はとうにこのへ
んに入るのをあきらめており、自転車でさえ、他人のことなどかまわない歩行者の群れのなかを、手で押して蛇
行しなければ、とても前には進めなかった。（三四～ⅢＨ）
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5０ 
「平山の坊や」が軍歌を大脳に刷り込まれたと同じように、小野は自分が中心でいられたくみぎひだり〉のあっ
たころの「なつかしい歓楽街」を大脳に刷り込まれている。小野が断ち切らなければならないのは、この過去の回
想である。廃嘘の中から復興していく都市が、都市の持つ不快感を伴いながらもエネルギッシュに立ち上がる様子
と
、
小
野
の
再
起
の
軌
跡
が
奇
跡
的
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
一九五○年六月に小野の人生を変えた松田が死去した。松田をちょうど一ヶ月前に訪問したときのことを回想し、
自分は松田ともども、「信念に従って行動し、全力を尽くして事に当った」と感慨する。まるで小野は恐きものが
おちたように、かっての歓楽街に出向き、大きなオフィス・ビルの前庭になっている〈みぎひだり〉のあったとこ
ろ
に
行
く
。
か
っ
て
の
自
分
専
用
の
席
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
ベ
ン
チ
が
あ
り
老
人
が
腰
掛
け
て
も
文
句
は
い
わ
れ
そ
う
に
な
い
の
で
、
昔
の
こ
と
を
回
想
し
な
が
ら
じ
っ
と
座
っ
て
い
る
。
ベ
ン
チ
で
休
ん
で
い
る
一
人
の
老
人
の
姿
が
ビ
ル
か
ら
出
て
来
る
ワイシャツを着たサラリーマン達にどのように写るのかは分からない。しかし、那口幸雄や三宅の親会社の社長の
ように自殺もせずに、「存在と歴史の偶然の均衡点」である廃嘘としての歓楽街と訣別し、旅立とうとしている小
野益次が、確かに存在しているのである。
し
な
か
っ
た
、
は
る
か
に
豊
か
な
世
界
が
こ
こ
に
出
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
懐
か
し
い
歓
楽
街
は
、
戦
意
高
揚
の
た
めにできた歓楽街を廃嘘にし、そこに蛸集する人びとを追い出し、歓楽街をつくり出した張本人でさえ隆盛期を過
ぎ
れ
ば
そ
の
世
界
か
ら
追
い
出
し
て
し
ま
う
と
い
う
、
過
酷
な
現
実
と
共
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
私達がみてきた、漂う世界を語る小野だからこそ、戦後の混沌のなかで戦争責任を語ることができたのである。
三
）
小
野
の
旅
立
ち
結
び
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小野が自分の過去の行為が誤りだったと告白したことによって、読者は暖昧さから解放され、真撃な言葉によって
小野が語る世界が廃嘘であると認識できるのである。「浮き世の画家」になりたくない、と森山画伯の前で小野は
一一一一回ったことがある。『漂う世界の画家』の“『爵斤という言葉は画家の意味であろう。しかし、小野のせつぱ詰まっ
た科白をいかせば、貰房（にこめられている意味はもっと重層的なものに変わるだろう。小野益次は廃嘘としての
漂う世界を芸術的に語る語り手（ロ耳萬）でもあるからだ。
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